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Can For You!Can For You!Can For You!Can For You!
人と社会と地球にやさしい飲料容器の提供。
それがユニバーサル製缶の仕事です。 アルミ缶

リサイクル率
（2012年度）

CAN TO CAN率
（2012年度）

94.7% 66.7%

エンボス缶は缶胴に凹凸模様
を加工した缶です。エンボス
デザインは、幾何学模様のほ
か、印刷デザインと位置を合
せた加工も可能です。
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当社の主な製品
■ アルミ缶
■ アルミボトル缶
■ アルミ特殊缶

人と社会と地球にやさしい飲料容器の提供。
それがユニバーサル製缶の仕事です。 アルミ缶

リサイクル率
（2012年度）

CAN TO CAN率
（2012年度）

94.7% 66.7%

（再生利用率） （リサイクルされたアルミ缶のうち缶材へ再生利用された割合）

アルミボトル缶は、通常のアルミ缶の密封性、軽量
性、リサイクル適性を生かしつつ、リシールが可能
という画期的製品です。飲みたい時に、飲みたいだ
け飲むことができる新時代の缶飲料容器です。

アルミ缶はスチール缶に比べて
軽量で、さまざまな飲料容器に
使用されています。缶胴と缶底
が一体成形のため、中の飲料の
漏れ防止に優れています。



3 ユニバーサル製缶 CSR報告書 2013

目次

Management Report

経営報告　
私たちの部門のCSR活動 7

CSRへの全社的な取り組み 9

Environment Report

環境報告　
環境マネジメント 11

環境に優しいアルミ缶 12

物質フロー 13

環境負荷低減への取り組み 15

Social Report

社会性報告　
安全・快適な職場づくり 16

食の安全・営業の取り組み 17

技術開発・人財開発の取り組み 18

工場の取り組み 19

本報告書は、ユニバーサル製缶株式会社のCSRに対す
る考え方や取り組みなどについて、当社を支えてくださ
るステークホルダーの皆さまに分かりやすく報告し、ご
理解いただくことを目指しています。

また、飲料用アルミ缶メーカーとして、当社が事業活
動を通じて社会や地球に対して果たしている役割や取り
組み等についても掲載しています。

本報告書に掲載していない関連情報の詳細は、ホーム
ページ上でも報告していますので、併せてご覧ください。

当社ホームページURL  http://www.unican.co.jp/

【報告範囲】
［対象期間］2012年度（当社事業年度：2012年４月～2013年３月末）を
 中心に、一部には2013年９月末までの状況報告や2012年度
 以前の活動も含めて掲載しています。

［対象組織］ユニバーサル製缶株式会社、新菱アルミテクノ株式会社
［発行時期］2013年10月（次回：2014年10月予定、前回：2012年10月）

本報告書には、過去または現在の事実に関するもの以外に、当社の将来に対
する予測・予想・計画等も掲載しています。これらは現時点で入手可能な情報
に基づく仮定ないし判断であり、将来の事業環境の変化等によって影響を受
ける可能性があることをあらかじめお断りいたします。

「人と社会と地球にやさしい飲料容器の提供」
■ 食の安全・安心に貢献します

■ 環境負荷の低減を追及します

■ お客様の立場に立って、
　 価値ある技術、製品、サービスを提供します

■ CSR 活動を推進し、全てのステークホルダーから
　 信頼される会社になる

■ 業界トップの品質、コスト競争力を実現し、
　 価値ある技術、製品、サービスを提供し続けることにより、
　 顧客から信頼される戦略パートナーとなる

■ 健康で安全な職場環境を構築し、
　 働く喜びと挑戦意欲に満ちた元気な会社になる

経営理念

経営方針

編集方針

CSR報告書 2013
Corporate Social Responsibility Report

経営理念・経営方針・編集方針 3

ユニバーサル製缶株式会社の概要 4

社長メッセージ 5
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ユニバーサル製缶株式会社
2005 年 10月 1日
〒 112-8525 東京都文京区後楽 1-4-25　日教販ビル 8階
80億円
三菱マテリアル株式会社　80％
ホッカンホールディングス株式会社　20%
取締役社長　白井　啓一
約 900名（2013 年 8月末現在）
結城工場、群馬工場、富士小山工場、岐阜工場、滋賀工場、岡山工場
大阪支店、上海事務所
飲料用アルミ缶の製造、販売及び研究開発
新菱アルミテクノ株式会社

ユニバーサル製缶株式会社の概要

社 名
設 立
本 社
資 本 金
出 資 比 率

代 表 者
従 業 員 数
生 産 拠 点
支店・事務所
事 業 内 容
関 係 会 社

本社

富士小山オフィス

〒112-8525
東京都文京区後楽 1-4-25 日教販ビル８階
Tel ：03-3868-7470
Fax ：03-3868-7467

〒200040
中華人民共和国
上海市静安区南京西路1601号
越洋広場（パークプレイス）38 階‐59 室
Tel ：+86-21-6171-3750
Fax ： +86-21-6171-3751 　

③ISO9001, ISO14001, ISO22000

※ISO9001 を全社で、 ISO14001, ISO22000, FSSC22000 を全工場で認証取得しています。

※OSHMS 2012年11月取得

上海事務所

大阪支店

会社概要

事業所概要 ①操業開始年・月　②製品
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「CSR報告書2013」の発刊に当たり、ユニバーサル製缶のCSR活動が目指すものについて、
白井啓一取締役社長にインタビューを行いました。

社長メッセージ

会社として、社員一人ひとりとして
社会的責任を果たす取り組み
――はじめに、ユニバーサル製缶のCSR活動の意
義などについてお聞かせください。
白井社長　当社のCSRは、これまでと変わりなく、「人

と社会と地球にやさしい飲料容器の提供」という経営

理念の実現のために、全社一丸となって本業（飲料用

アルミ缶容器の開発･製造･販売）を通じて、社会に貢

献していくことにあります。

　しかし昨今、企業の社会的責任（CSR）だけではな

く、全ての組織、団体、さらには個人においても社会

的責任（SR）を果たすべきとされており、会社として

のCSR活動はもとより、社員一人ひとりが企業人、社

会人として社会的責任を果たす取り組みを行うことも

重要であると考えています。2012年度より、三菱マ

テリアルグループ各社で、社員全員が年一回CSR研

修を受講することとしていますので、この研修等を通

じて社員個人の意識向上を図っていきたいと思ってお

ります。

　今後、飲料用アルミ缶事業活動を持続的に行って

いくためにも、社会のニーズの変化を的確に捉え、

長期的な視点に立ってCSR活動を行ってまいります。

「安全第一、危険ゼロ」を
何よりも優先する
――従来から、全社で「安全・安心」の確保に取り
組んでおりますが。
白井社長　社員は重要なステークホルダーのひとつで

あり、会社の財産と考えています。この財産を守るた

めにも、「安全は全てに優先」するという考えに基づき、

経営目標では何よりも先に「安全第一、危険ゼロ」を掲

げております。

　2011年度の労働災害多発を受け、労働組合幹部と

会社経営陣による安全に関する意見交換会の場を新た

に設けるなど、労使一体となり、全社を挙げた安全活

動を行ってきた結果、2012年度は労働災害を減少さ

せることができました。しかし、この活動を「マンネ

リ化」させないためには、社員一人ひとりが危険に対

する感受性をどれだけ継続し続けられるかが鍵になる

と考えておりますので、これまでとは違う視点での活

動を取り入れることにより、今後も全社において安全

活動を発展させ、着実に推進してまいります。

　また、「食の安全」については、ISO22000（FSMS:

食品安全マネジメントシステム）を全6工場で取得し

たことに続いて、食品テロや食物アレルギー物質管

理などより高度に食品の安全衛生を担保するFSSC 

22000の認証を全工場で取得しております。食品安

全に関するマネジメントシステムの強化は、飲料メー

カーであるお客様と同じ目線に立ち、飲料容器を提供

する企業としての食の安全に対する意識向上のために

重要であると考えております。このような活動を通し

て、経営理念である「食の安全･安心に貢献」すべく、

全社においてさらなる「食の安全･安心」に取り組んで

まいります。

ベテランから、次代を担う若手
社員への技能・技術伝承を確実に
――人財育成についてはいかがですか。
白井社長　会社は「人」により成り立っています。当

社の財産である「人」が育たない限りは会社の成長も

Can For You!
全社員が誇りと気概を持ち「食の安 全・安心」に貢献！！
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「CSR報告書2013」の発刊に当たり、ユニバーサル製缶のCSR活動が目指すものについて、
白井啓一取締役社長にインタビューを行いました。

ありませんので、人財育成は企業の大きな責任のひ

とつと考えています。

　特に中間層が少ない当社にとって、これまで当社を

支えてきたベテランから、今後当社を支えていく若手

社員たちへの技能･技術の伝承が急務であると考えて

います。その認識に基づき、2009年に設置した人財

開発部を中心として、①技能の伝承を目的とする独自

システム「SEEP*（スキル評価と教育プログラム）」、

②業務遂行上必要とされる高水準、かつ広範囲の知識

･技能を備えた社員の育成を目的とする「アルミ缶大

学」、そして③今後の持続的発展を担う各担当職務の

プロフェッショナルを育成する「階層別研修」――と

いう三本柱による人財育成体制を構築･運営してきま

した。これに加え、実務能力を育てる目的で、機械の

組み立てキット等を利用した教育方法も新たに取り入

れています。これらを中心として当社の人財価値をさ

らに向上させるべく、今後も取り組みを継続してまい

ります。

より豊かで、安全かつ安心して
暮らせる社会の実現を目指す
――コンプライアンスについてはどのようにお考
えですか。
白井社長　先程も述べましたとおり、個人に対して社

会的責任に関する活動が求められてきている昨今にお

いては、当社CSR活動の土台となるコンプライアンス

についても、トップダウンでその重要性を説くだけで

なく、社員一人ひとりが、自己の判断で、社会人、そ

して人として高いプライド持ち、良識ある行動をとる

ことが重要であると考えております。

　また、事故や不祥事を未然に防ぐためには、不自然

な雰囲気を察知する「気付く力」の醸成と、「人として

の弱い面を克服し顕在化させない」しくみづくりが必

要と考えております。これについては職場での個人面

談等によるコミュニケーションが大切であると考えて

おり、社員に対してもあらゆる場面において、その大

切さを説いております。

――ステークホルダーへのメッセージをお願いし
ます。
白井社長　今後も、「人と社会と地球にやさしい飲料

容器の提供」を持続でき、すべてのステークホルダー

から信頼される会社であるために、当社CSR活動を着

実に推進し邁進していく所存ですので、ステークホル

ダーの皆様にはさらなるご支援とご協力をお願いいた

します。

――どうもありがとうございました。

＊  SEEP：Skill Evaluation ＆ Education Program

Can For You!
全社員が誇りと気概を持ち「食の安 全・安心」に貢献！！

取締役社長
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経営報告 Management Report

私たちの部門のCSR活動 各部門担当役員メッセージ

市場のニーズを的確に把握し
よりよい製品、価値あるアルミ缶の提供を

■ 営業統括、営業、マーケティング、カスタマーサービス、海外事業関係担当

常務取締役　富永泰夫

明るく希望の持てる会社・職場づくりに
一層尽力

■ 経営企画、業務監査、管理関係担当

常務取締役　内藤英一

　管理部門各部では、守りのCSRの基本であ
るコンプライアンス重視の観点から、過去に
発生した不祥事に関しては徹底した対策を打
ち、全社的な横展開に至るまで各部が連携し
ながら様々な取り組みを行っています。
　社内のコンプライアンス重視の雰囲気
は、社員一人ひとりが会社を愛し、会社の将
来に希望を持ち、そして厳しく業務を遂行

する過程であっても、上司、同僚、部下の
誰に対しても礼節をもって対応できる姿が
あってこそ生まれるものだと思っています。
　明るく希望の持てる会社・職場づくりに
一層尽力するとともに、社外の各ステーク
ホルダーからもさらに高い評価を受けるこ
とのできる「ユニ缶」のあるべき姿を追及
していくことが今後の課題です。

　当社の2012年度の販売数量は、前年を5
千万缶程上回る47億缶強となり、ボトル缶
は前年よりも約1億缶増の11億缶を達成、
コーヒー用に約8億缶が使用されました。
　中でも内容量400cc程度の410Bボトル
缶は、前年の1.3億缶から約2.5億缶に増
加、さらに310Bボトル缶の販売が多少鈍
化してきた2013年度も増加傾向が続いて

おり、このサイズが新たな飲料機会を提供
する容器となったのではと感じています。
　営業部門は、お客様との信頼関係をさら
に良いものとして市場のニーズを的確に把
握すると同時に、社内各部門との連携を一
層深め、よりよい製品、価値あるアルミ缶
の提供を目指して、スピード感のある活動
を継続します。

品質保証システムの強化と
顧客満足度の向上

■ 品質保証関係担当

取締役　新保寛明

　安全・安心な飲料用アルミ容器をお届けするた
め、品質保証システムを強化していきます。2012
年度は、食品安全マネジメントシステムISO22000
を統合すると共にFSSC22000を認証取得し、食
の安全・安心を強化しました。2013年度は、内部
監査力の向上とQMS・FSMSの複合審査を実施し、
システムの継続的な改善と効率化を推進します。
また、PAFアプローチによる品質コストの見える

化により、品質とコストの両立を図ります。
　従来から実施中の変化・変更点管理、品質リ
スクマネジメントや傾向管理・設備保全の強化
等を通して、品質向上を目指します。特に、新
製品でのデザイン・レビューでは、設計の変更
点に着目し、関連部署の参画・巻込みによるリ
スク抽出の質向上により、お客様にご満足頂け
る製品の提供に努めていきます。
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経営報告 Management Report

――ユニバーサル製缶は、価値ある技術、製品、サービスの提供を通じてステークホルダーに信頼される企業となるこ
とを目指しています。そこで、各部門の 2012 年度の取り組み状況、今後の活動内容などについて各部門担当役員より
報告いたします――

対策、開発、改善、向上。
次世代への取り組みと社会的責任を果たす

■ 技術、開発、人財開発関係担当

常務執行役員　中村博志

　技術開発部門ではCSRの取り組みとして、
『食の安全・安心を提供できる容器』で缶胴内
面塗料のBPA＊1対策、『環境負荷低減の商品
開発とその製造技術開発』では、進行中の缶
胴・缶蓋の薄肉軽量化に加え、次世代のステ
ップに取り組んでいます。さらに『品質向上
とコスト削減の両立』では、工場と共同で生
産阻害の解消に向け改善を推進中です。

　また人財開発部門としては教育システムの
核であるSEEPの完成度向上を目指して、工場
および間接部門と連携し、当社の重要な経営
資源である人財の育成に注力しています。人
財育成は単なる知識やスキルの習得だけでは
なく企業の競争力をつけ、社会的責任を果た
して初めてその成果が発揮されたということ
になります。

安全第一・危険ゼロと環境事故ゼロを
目指して

■ 安全環境関係担当

執行役員　細田良司

コスト削減、生産性向上と
省エネルギーを推進

■ 生産統括、原料・資材調達関係担当

執行役員　野村俊秀

　生産部門では、〈安全第一、危険ゼロ〉〈品
質優先、クレームゼロ〉の経営目標に則り、
安全・品質を最優先に、生産性向上、コス
ト削減、省エネルギーに取り組んでいます。
　品質に関しては、変化変更点管理の現場
定着品質リスクマネジメント活動を継続し
ます。
　環境負荷低減のための薄肉軽量化、また

設備改善による生産性向上についても取り
組み、コスト削減成果が出ています。
　例えば、フィルタープレスの更新、遠心
分離機の導入による産業廃棄物の低減、さ
らに搬送設備ブロアー計のインバーター化
による省エネを進めています。今後も生産
部門としてお客様に安全・安心な容器をお
届けします。

　安全関係は、①人のレベルアップ活動、
②設備のリスク低減活動、③OSHMSの３
本柱で推進しています。安全成績は、前年
度より災害が半減しています。
　今年度は「人の行動から危険を見出す活
動」を重点に推進しています。また、社外
から講師を招き、全場所で「転びの災害防
止セミナー」を実施し、安全第一、危険ゼ

ロを目指しています。
　環境関係は、重点取り組みとして主に、
①省エネ推進は、自社でエアリーク診断を
実施、②水質管理は、発生源リスクの低減
を実施、③廃棄物管理は、廃クーラントを
削減実施し、環境事故ゼロ・法令遵守を徹
底した環境保全に取り組んでいます。

＊1  BPA：Bisphenol A
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経営報告 Management Report

コーポレート・ガバナンス

CSR推進体制

CSRへの全社的な取り組み

 意思決定および業務執行の体制
当社における経営の意思決定および監督については、現

在、取締役５名で構成される取締役会において行っていま
す。また、意思決定の迅速化と機動的な会社運営体制を構
築するために、執行役員制度を導入しています。

このほか、取締役会に付議される案件は、取締役社長及
び社長補佐等で構成される経営会議にて事前に十分な審議
を行い、意思決定の適正化を図っています。

監査体制
当社の監査体制は、監査役・監査役会による業務監査・会

計監査、会計監査人による会計監査、業務監査部による内
部監査と三様の監査体制を敷き、業務の改善に努めていま
す。監査役会は、取締役の職務執行を監査し、その適正確

保に努めています。
業務監査部は、主に業務内容全般の適法性、合理性、効

率性などを監査し、本社、事業所及び関係会社の内部監査
結果を経営会議に報告します。また、被監査部署に対して
改善指導を行います。その他、三菱マテリアル社の経営監
査も受けています。

内部統制
内部統制については、当社にとって最適な内部統制シス

テムの充実を図っています。
2012年度の財務報告に係る内部統制については重要な

欠陥がなく「有効である」との判定をし、監査法人からもそ
の内容が適正であるとの報告を受けています。

CSR委員会、CSR活動
当社は会社設立以来、企業の持続的発展に必要不可欠と

なるステークホルダーからの信頼を得るため、不祥事・事
故等の未然防止に向けたコンプライアンスの強化徹底およ
びリスクマネジメント活動を基礎としたCSR活動に取り組
んでいます。

当社におけるCSR活動を円滑かつ適正に実施するため
CSR委員会を設置、年３回および必要に応じて都度開催し
ています。CSR委員会は、取締役社長を委員長、管理関係
担当役員を副委員長とし、役員、部長、工場長、子会社社長、
役員並びに常勤監査役（オブザーバー）等で構成され、各年
度におけるＣＳＲ活動の方針や計画、コンプライアンス、

リスクマネジメントに関する審議、承認、意見交換を行う
ことにより、情報共有を図っています。

当社CSR推進体制は、取締役社長をCSR責任者、各担当
役員および子会社社長をCSR管理者、各部長・工場長およ
び子会社役員をCSR担当者として構成し、全社を挙げて
CSR活動に取り組んでいます。

コンプライアンス
コンプライアンスは当社CSR活動の土台の一つであり、

全社員のコンプライアンス･マインド向上を目指し、2012
年度は以下の取り組みを行っています。

取締役・執行役員
業務執行部門

選定
解職
監督

選任・解任選任・解任 選任・解任

コーポレート・ガバナンス体制

株主総会

監査役

CSR委員会

業務監査部

経営会議

取締役会

会
計
監
査
人

選定
解職
監督

選任・解任選任・解任 選任・解任

コーポレート・ガバナンス体制

監査役

CSR委員会

業務監査部

経営会議

取締役会

株主総会

取締役・執行役員業務執行部門

会計監査人
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①三菱マテリアルグループ企業倫理月間（毎年10月）におけ
る啓蒙活動
・社長訓示および社内報秋号の特集記事「企業倫理月間を迎

えるにあたって」にて、社員のコンプライアンスに対する
意識向上に関するメッセージを発信。

・各職場におけるCSR・コンプライアンスに関する教育の実施。
（三菱マテリアル社作成の「私たちの行動指針10章ケースス

タディ集」等を活用した勉強会、職場ミーティングの実施）
②コンプライアンス教育
・CSR研修と一体化したコンプライアンス教育を実施。
　（2012年度より、社員全員の年１回受講を目指し、各部署・

工場毎にCSR研修を随時実施）

 リスクマネジメント
当社では、管理部総務・人事室がCSR委員会事務局とし

て、リスクマネジメント実施部署（本社各部、工場および子会
社）と連携して、リスクマネジメント活動を推進しています。

毎年度、リスクマネジメント実施部署はリスクを洗出し、
当該リスクの発生確率、被害規模等を総合評価します。当
該リスクの一部については、リスクアセスメント、リスク対
策を実施しており、ＰＤＣＡ（Plan、Do、Check、Action）
サイクルで取り組んでいます。今後もリスクマネジメント活
動の精度を向上させていきます。

ユニバーサル製缶のCSR

対話

社
会
の
要
請

情
報
開
示
・
説
明
責
任

『人と社会と地球にやさしい
飲料容器の提供』

ユニバーサル製缶 ステークホルダー

期待

信頼

本業を通じた
社会的貢献

地球環境への
配慮

経営理念の実現

 
 遵法責任

倫理的責任

経済的責任

地球環境

お客様 株主

地域社会

社員 お取引先

NGO
NPO 行政

CSR委員会

委員長
取締役社長

副委員長
管理関係担当役員

事務局
管理部

総務・人事室

オブザーバー
常勤監査役
業務監査部長

構成員
役員、部長等、工場長、子会社社長、子会社役員

CSR推進体制

CSR責任者
取締役社長

CSR管理者
役員、子会社社長

CSR担当者
部長等、工場長、子会社役員

CSR委員会

委員長
取締役社長

副委員長
管理関係担当役員

事務局
管理部

総務・人事室

オブザーバー
常勤監査役
業務監査部長

構成員
役員、部長等、工場長、子会社社長、子会社役員

CSR推進体制

CSR責任者
取締役社長

CSR管理者
役員、子会社社長

CSR担当者
部長等、工場長、子会社役員
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環境報告 Environment Report

環境マネジメント

当社は、2006年度までに全社でISO14001の認証を取
得し、アルミ缶製造による環境負荷の低減に努めてきまし
た。2010年度からは、認証取得範囲主体を工場に絞り、
さらなる取り組み体制の強化を図っています。また、環境
方針を実践するために、取締役社長が委員長を務める「全
社環境委員会（a）」で、環境に関する全社的な方向性の決定

（p）や、結果の評価（検討・見直し）を行っています。同時
に工場長を中心とした「サイト環境委員会（A）」で、各工場
の目的・目標（P）を設定し、地域の条例などに応じた独自の
環境保全活動（DC）を行っています。全社で取り組むべき
重点項目については、環境方針の中で重点取り組みテーマ
として明記し専門委員会を設置して活動しています。

ユニバーサル製缶株式会社環境方針 2013年度重点取り組みテーマ

当社の環境マネジメントシステム

輸送トンキロとエネルギー使用原単位

ライフサイクルでの消費・排出量
（当社 350ml- 蓋 204 径 1缶あたり）

温室効果ガス（CO2換算） エネルギー消費量

98.3 g 1.79 MJ

*2011 年度データ
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［全社の会議］
全社環境委員会
省エネ推進委員会

［現場の会議］
C 

当社アルミ缶の材料構成

廃棄物量の現状と対策後の効果

現状 対策後

6,100 6,100

2,800 140

クーラント その他

※全工場実施後の理論値

95%削減し
さらに
有価物化！

約40%

再生材
約60%

新地金

　ユニバーサル製缶株式会社（以下、当社という）は、アルミニ
ウム製の飲料缶を製造している。
　当社は、地球環境の保全が人類共通の最重要課題の一つであ
ることを認識し、事業活動に伴う環境負荷の低減を図るととも
に、環境に優しい製品を提供するため、次の環境保全活動を実
施する。

1．環境意識の育成　
　当社は、事業活動が環境に与える影響を認識し、社員の一人
一人が環境保全に努めるよう、「ユニバーサル製缶株式会社環境
方針」を全社員に周知させることにより、環境意識の育成を図
る。

２．環境マネジメントシステムの継続的改善及び環境汚染の予防
　当社は、環境保全を重要課題に位置付けて、環境マネジメン
トシステムの継続的改善を図り、環境面のパフォーマンスの向
上と環境汚染の予防に努める。

３．環境関連法令の遵守　
　当社は、環境関連の法令、および、社会的約束を遵守し、技
術的、経済的に可能な範囲で一層の環境保全に取り組む。

４．重点取り組みテーマの推進
　当社は、
１） 省エネ推進活動に積極的に取り組み、エネルギー原単位１％

削減／年を達成する。 
２） 水質管理活動に積極的に取り組み、外部流出事故ゼロを達

成する。
３） 廃棄物管理活動に積極的に取り組み、廃棄物原単位１％削

減／年を達成する。

５．再生地金の積極的使用
　当社は、アルミ缶のリサイクルにより生じる再生地金を積極的
に使用し、缶胴材の使用比率50％以上をキープする。

6．情報の開示
　この環境方針は社内外に開示する。

　重点取り組み３テーマについてはそれぞれ全
社規模の委員会を年２回開催し活動の進捗管理
を実施しています。また、活動結果は全社環境
委員会に上げられて評価・見直しを受けます。

1. 省エネ推進委員会
 「エネルギー原単位１％削減/年」
「エネルギー使用量の見える化」をベースに各
工場の現場活動（ムダ取り、高効率化、エアロ
ス削減等）と全社的な取り組みを重ねて、目標
の達成を目指しています。

2. 水質管理委員会
 「外部流出事故ゼロ」

規制値の遵守、事故防止のための管理体制、
施設の運用方法の改善を進め、2012 年度は
流出事故ゼロを達成しました。今年度はさら
なる潜在リスクの撲滅に取り組んでいます。

3. 廃棄物管理委員会
 「廃棄物管理の徹底と
   　　　　原単位１％削減 /年」

廃棄物管理の徹底、法令遵守状況の確認、法
令改正内容の周知を行っています。また、廃
棄物削減の取り組みとして原単位１％削減 /
年を目標に活動しています。

環境への取り組み体制
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環境にやさしいアルミ缶

アルミ缶はリサイクルにおいて
さまざまな優れた特徴を持っています

■ 高いリサイクル率（国内再生利用重量／国内消費重量）
この５年間は、87.3%（2008年）→93.4%（2009年）→92.6%

（2010年）→92.5%（2011年）→94.7%（2012年）で推移しています！
　（アルミ缶リサイクル率：アルミ缶リサイクル協会調べ）

■リサイクルによる省エネルギー
　再生地金製造に掛かるエネルギーは新地金製造の３％です！
■クローズドループリサイクル
　品質を落とさず何度でも同じアルミ缶に生まれ変わります！
　参考：カスケードリサイクル（徐々に品質が落ちて他のものに再生される）

当社のアルミ缶は
■再生材使用率60％　
　当社は、上記のように環境負荷の低い再生材＊1を約60％

使用することで、ボーキサイ
ト資源の節約と省エネルギー、
そして地球温暖化防止に貢献
しています。

■一貫処理によりCO2排出30％減
　また、三菱マテリアルグループの一員として、三菱アルミ
ニウム社との協力により、UBC＊2を溶解→鋳造→圧延→アル
ミ缶用コイル材へと一貫処理することで、さらに環境負荷の
低い（一般的な処理と比べCO2排出量30％減）アルミ地金再
生システムを確立しています。

＊1 再生材＝再生地金＋製缶工程スクラップ
＊2 UBC （Used Beverage Cans） ： 使用済み飲料缶
 一貫処理により、再生利用までの工程数削減や、途中の輸送負荷軽

減ができます。

当社は、LCAの手法を活用して、タイプⅢ環境ラベル
「EPD」と「エコリーフ」を取得しています。タイプⅢ環境ラ
ベルとは、製品の生涯（ライフサイクル）の環境影響を数値
化して公開するしくみで、消費者が環境負荷の低い製品を
選ぶための情報を提供します。また、今後は情報提供だけ
でなく、環境負荷低減の取り組みにもLCA手法を活用すべ
く検討を開始しています。

＊当社製缶工程における資源消費と排出は上表赤枠ですが、LCAとは
前後工程を含み（上表全体）、評価します。左記の「温室効果ガス」「エ
ネルギー消費量」はこのようにして算出された環境影響の一部です。

http://www.epd-eco.com http://www.jemai.or.jp/
ecoleaf/index.cfm

＊それぞれ詳細情報はWeb上に公開されています。

当社の環境マネジメントシステム

輸送トンキロとエネルギー使用原単位

ライフサイクルでの消費・排出量
（当社 350ml- 蓋 204 径 1缶あたり）

温室効果ガス（CO2換算） エネルギー消費量

98.3 g 1.79 MJ

*2011 年度データ
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（「EPD」で情報公開している当社缶の環境影響データの一例）

「EPD」ラベル 「エコリーフ」ラベル

アルミ缶リサイクル

LCA（ライフサイクルアセスメント：製品の生涯の環境影響評価）

LCAの手法
「製品の生涯」の環境影響数値化は膨大なデータの集約から
始まります。まずはアルミ缶製造に伴う、①１工場の消費と排
出量の集計から始まり、②１工場の缶種別配分、③全工場の缶
種毎の総計を進めて、④ライフサイクル合計を算出します（大
まかに４ステップで表記していますが実際は、さらに細かな手
順を踏みます）。このような緻密な集計により環境ラベルに求
められる公平性を維持します。 

当社の環境マネジメントシステム

輸送トンキロとエネルギー使用原単位

ライフサイクルでの消費・排出量
（当社 350ml- 蓋 204 径 1缶あたり）

温室効果ガス（CO2換算） エネルギー消費量

98.3 g 1.79 MJ
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④ライフサイクル合計
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環境報告 Environment Report

生産活動 製　品

INPUT

OUTPUT

総エネルギー使用量

28.4億MJ

原材料投入量

11.2万トン

水使用量

174万m3

（原油換算で約7.3万KL）

CO2排出量

152,261トン
当社は、概ね電力起因７０％、ガス起因３０％の割合で排出してい
ます。

大気・水域への排出量

製品の乾燥や洗浄に伴い発生する水やガスの含有物質です。

産業廃棄物発生量

6,805トン
主に汚泥、廃油などです

指定化学物質の排出・移動量

排出量 42トン 移動量 29トン

ＰＲＴＲ制度※に基づき、届出を行なった２０１２年分の対象物質の実
績です。
※『特定化学物質の環境への排出量等の把握等及び管理の改善の促進に 
関する法律』で定められた「化学物質排出移動量届出制度」

製造ラインの稼働に使う電力、製品乾燥
に使うガスなどです。

製品の原料となる、アルミコイルや塗料
などです。アルミコイルは、約10万トン
使用していますが、その内約60%は再
生材です。

製品を洗浄する水などです。

【大気への排出】
SOx ： 4.8 トン

NOx ： 44.1 トン

ばいじん ： 12.2 トン

VOC ： 15.4 トン

【水域への排出】
BOD ： 4.2 トン

COD ： 7.3 トン

リン ： 0.1 トン

窒素 ： 3.1 トン

INPUT 5年間推移

2012年度INPUT & OUTPUT

OUTPUT 5年間推移

エネルギー使用量・使用原単位
　　２０１２年度は、前年比使用量１．４％減、
原単位で２．５％減となりました。今後も、重点
取り組み項目として、「エネルギー原単位１％
削減／年」を目標に取り組んでいきます。

原材料投入量
　　循環型社会の構築をするために再生
材の使用を継続しています。

水使用量・使用原単位
　　使用量は、生産数や製品構成などにより増
減はありますが、原単位で削減できています。
※上グラフ原単位は、水使用量に大きく影響するボ
ディ工場の原単位

ＣＯ2排出量・排出原単位
　　　当社のＣＯ２排出の殆どが、電気とガスに
よるものです。従って、省エネ＝ＣＯ２削減として
取り組んでいます。

大気・水域への排出量
　　　　　工場では、法令で定められた排出基準より厳しい自主管理基準を設け、
これの遵守に努めています。ＶＯＣ※については、２００９年度までに全工場、処理装置
導入が完了しました。これにより排出基準の１割以下に減少しています。
※揮発性有機化合物。光化学スモッグの一因

産業廃棄物発生量
　　廃棄物の大半は、汚泥と廃油になりますが、フィルタープレス更新による汚泥
含水率の削減、遠心分離機導入により分離後の油の有価物化等に取り組み、大幅
に削減できました。　※原単位は、汚泥、廃油が大量に発生するボディ工場の原単位

指定化学物質の排出量と移動量
　　ＰＲＴＲ制度に基づき届出を行なった対象物質
の排出量と移動量の推移です。２０１０年度からは、
届出の対象物質が増えた影響で増えています。今
後も法令に則り、しっかり管理していきます。

お
客
様

※集計範囲　対象組織：ユニバーサル製缶株式会社全工場　対象期間：2012 年４月～ 2013 年３月
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アルミ缶製造における環境負荷

モノづくりには、多くの資源・エネルギーを消費し、さまざま
な副産物や廃棄物を排出するという側面があります。当社は、
限りある資源を大切に使うこと（INPUTの削減・有効利用）と、

地球環境の保全に貢献すること（OUTPUTの削減・管理）を念
頭におき、コンプライアンスを遵守し、アルミ缶製造メーカー
としての特徴を活かした環境負荷低減に取り組んでいきます。

物質フロー
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生産活動 製　品

INPUT

OUTPUT

総エネルギー使用量

28.4億MJ

原材料投入量

11.2万トン

水使用量

174万m3

（原油換算で約7.3万KL）

CO2排出量

152,261トン
当社は、概ね電力起因７０％、ガス起因３０％の割合で排出してい
ます。

大気・水域への排出量

製品の乾燥や洗浄に伴い発生する水やガスの含有物質です。

産業廃棄物発生量

6,805トン
主に汚泥、廃油などです

指定化学物質の排出・移動量

排出量 42トン 移動量 29トン

ＰＲＴＲ制度※に基づき、届出を行なった２０１２年分の対象物質の実
績です。
※『特定化学物質の環境への排出量等の把握等及び管理の改善の促進に 
関する法律』で定められた「化学物質排出移動量届出制度」

製造ラインの稼働に使う電力、製品乾燥
に使うガスなどです。

製品の原料となる、アルミコイルや塗料
などです。アルミコイルは、約10万トン
使用していますが、その内約60%は再
生材です。

製品を洗浄する水などです。

【大気への排出】
SOx ： 4.8 トン

NOx ： 44.1 トン

ばいじん ： 12.2 トン

VOC ： 15.4 トン

【水域への排出】
BOD ： 4.2 トン

COD ： 7.3 トン
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窒素 ： 3.1 トン
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原単位で２．５％減となりました。今後も、重点
取り組み項目として、「エネルギー原単位１％
削減／年」を目標に取り組んでいきます。

原材料投入量
　　循環型社会の構築をするために再生
材の使用を継続しています。

水使用量・使用原単位
　　使用量は、生産数や製品構成などにより増
減はありますが、原単位で削減できています。
※上グラフ原単位は、水使用量に大きく影響するボ
ディ工場の原単位

ＣＯ2排出量・排出原単位
　　　当社のＣＯ２排出の殆どが、電気とガスに
よるものです。従って、省エネ＝ＣＯ２削減として
取り組んでいます。

大気・水域への排出量
　　　　　工場では、法令で定められた排出基準より厳しい自主管理基準を設け、
これの遵守に努めています。ＶＯＣ※については、２００９年度までに全工場、処理装置
導入が完了しました。これにより排出基準の１割以下に減少しています。
※揮発性有機化合物。光化学スモッグの一因

産業廃棄物発生量
　　廃棄物の大半は、汚泥と廃油になりますが、フィルタープレス更新による汚泥
含水率の削減、遠心分離機導入により分離後の油の有価物化等に取り組み、大幅
に削減できました。　※原単位は、汚泥、廃油が大量に発生するボディ工場の原単位

指定化学物質の排出量と移動量
　　ＰＲＴＲ制度に基づき届出を行なった対象物質
の排出量と移動量の推移です。２０１０年度からは、
届出の対象物質が増えた影響で増えています。今
後も法令に則り、しっかり管理していきます。

お
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※集計範囲　対象組織：ユニバーサル製缶株式会社全工場　対象期間：2012 年４月～ 2013 年３月
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環境負荷低減への取り組み

当社では従来より工場設備について、不要な稼働を停止
する「ムダ取り」を中心に取り組んできました。現在は、ム
ダ取りを継続しながら、設備の高効率化、制御改善、エア
ロス削減等、多角的に取り組みを進めています。
【取組事例】エア漏れ修繕の効率化

工場では様々な設備でエアを使用していますが、これに
かかる電力は１工場あたり年間1千万kWh前後です。一般
的にどのような工場でもエア漏れは全使用量の1 ～ 10%程
度あると言われており、当社に当てはめると工場あたり最大
100万kWh（メガソーラー１基分）ものロスということにな

ります。そのため、これまでも工場ごとにエア漏れ修繕は実
施してきましたが、漏れ箇所の特定や全体ロスの把握が課
題でした。今回、
漏れから発生す
る超音波を捉え
るエア漏れ検知
器を活用するこ
とで課題を克服
し、ロス削減を
促進しています。

当社は、重点取り組み項目のひとつとして、廃棄物排出
原単位１％削減／年を掲げています。当社の全廃棄物のう
ち、アルミ缶成形時の潤滑油であるクーラントの使用済み
分と、成形後の缶を洗浄した水処理の排水処理場から出る
汚泥関係で約７割を占めているため、特にこの２項目の削減
に力を入れています。  

使用済みクーラントについては、一部再利用の試みと、
すでに３工場で導入済みの遠心分離機（水と油の分離：水は
排水処理場で処理、油は有価物化）による効果で半減してお
り、今後は、運用方法のさらなる確立と他工場への水平展

開を図っていきます。汚泥削減については、含水率を低減
させるべく、フィルタープレスの更新を進めていきます。

当社のアルミ缶や産業廃棄物などの輸送量合計が、2008
年度に3,000万トンキロを超え、経済産業省より「特定荷
主」の指定を受けました。特定荷主としての義務である「継
続的に年平均１％以上のエネルギー使用原単位の削減」の
達成に向け主に製品輸送の効率化に取り組み、結果として
2009年度は18％の削減を達成しました。その後、平均輸
送距離が長いボトル缶の販売増などの増加要因があったも
のの、４年間の平均
で年２. ６％の削減を
維持しています。

今後もエネルギー
使用量およびCO2排

出量をさらに削減すべく、製品の輸送距離を短くするため
に顧客納品先に近い製造工場で生産・出荷ができるような
生産体制確立をメインに取り組んでいきます。

CO2

CO2

CO22

当社の環境マネジメントシステム

輸送トンキロとエネルギー使用原単位

ライフサイクルでの消費・排出量
（当社 350ml- 蓋 204 径 1缶あたり）

温室効果ガス（CO2換算） エネルギー消費量

98.3 g 1.79 MJ

*2011 年度データ
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社会性報告 Social Report

セクシュアルハラスメント防止等の取り組み
　同じ職場に働く社員の意欲を阻害し、職場環境を悪化させ
るセクシュアルハラスメントやパワーハラスメントの防止と
解決に鋭意取り組んでいます。社員からの相談受付や苦情処
理のための相談窓口担当者を事業所ごとに選任、情報管理を
徹底しています。当事者のプライバシーや秘密の厳守はもち
ろん、相談者に不利益のおよぶことがないように適切な対応
を図っています。

メンタルヘルスケア
　通常勤務困難者への就労サポートならびに長期欠勤者の
職場復帰のサポートとして「就業・職場復帰支援プログラム」
を構築しています。また、各事業所ごとのメンタルヘルス
教育の実施等、メンタルヘルスケアに取り組んでいます。

障がい者雇用
　障がい者雇用については、重要な経営課題として、全社
を挙げて取り組んでいます。2013年４月から法定雇用率が
２. ０％に引き上げられ、当社目標と同じになりましたが、
2013年７月現在では当社の雇用率は２. ５９％となっており
充足しています。これからも今まで以上に障がい者の適性
に応じた職域の拡大・開拓、継続的な職場環境の整備を図っ
ていきます。

定年退職後再雇用
　当社では定年退職者の技術や知識を、後輩への指導・教育
に引き続き活かしてもらうため、2013年４月に改定された
高年齢者雇用安定法に則った再雇用制度を導入しています。
2013年7月現在、43名を各事業所及び関係会社で再雇用し
ています。

労使協調
　経営施策の実施には全社員の理解と協力が必要不可欠で
す。ユニオンショップ制のもと、四半期ごとに会社経営層と
労働組合役員が一堂に会する労使協議会等を開催し、経営方
針などの重要事項をはじめとする情報の共有化を図り、健全
で良好な労使関係を構築しています。また、日頃より各事業
所において組合支部と、経営状況や操業状況、業務運営等に
ついて、相互理解を深めています。

社員相談窓口
　当社内における法令・企業倫理違反等の不正行為の早期発
見と是正を図り、当社のコンプライアンス経営を強化するこ
とを目的に、相談窓口を設置しています。
■連絡先
〒112-8525　東京都文京区後楽１- ４-25 日教販ビル８F

「ユニバーサル製缶㈱管理部  総務・人事室 社員相談窓口」宛
Fax 03-3868-7467　Eメール：ml-unimado@mmc.co.jp

　当社は各場所で、危険作業に於ける有資格者の充足を労
働安全衛生法に則って推進していますが、昨年度から有資
格者が最新の法律改訂を身につけ、作業中の慣れを排除す
るための「能力向上教育（法19条の２第２項)受講の推進」
を、特に強化し取り進めています。これにより、労働災害
の防止及び職場環境の良い状態を維持継続させることが望

め、設備改善はもと
より、個人の能力ア
ップを図り「危険ゼ
ロ」・「災害ゼロ」の
安全文化醸成を目指
しています。

　2012年度より当社では、社員のさらなるCSR意識向上を
図るため全社員が年１回CSR研修を受講するという三菱マ
テリアル社の方針に基づき、各部・工場毎にCSR研修を実
施しました。
　2013年度以降も全社員が当たり前のことのようにCSRを
実施できるよう、研修を継続していきます。

安全・快適な職場づくり

CSR 研修の様子

全員が働きやすい会社をめざして

労働安全衛生法に係る「能力向上教育」の強化

CSR研修
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　当社は、FSSC22000の認証を2012年12月に取得しま
した。FSSC22000は、国際規格であるISO22000と、食
品製造に関する一般的衛生管理の規格であるPAS（食品安全
のための前提条件プログラム）とを組み合わせた規格であ
り、国際食品安全イニシアチブ（GFSI）が制定しています。
国内では、大手飲料メーカーや流通業界が取引先に認証を
推奨している新しい食品安全マネジメントシステムです。
　ISO22000は、食品製造に関わる組織全般に適用するた
め、一般的衛生管理について具体化された管理基準はあり
ませんでした。FSSC22000では製造品種ごとに規格が決
められており、当社は食品包装容器の衛生規格PAS223が

適用されます。この規格では、施設の構造や従業員の健康
管理、製品の設計など衛生に関わる事項が具体的に取り決
められ、また、バイオテロやアレルゲンの管理など、グロ
ーバルな管理項目も適用されます。
　当社におけるFSSC22000への取り組みとしては、セキ
ュリティ関連のインフラ整備と、生産活動におけるハザー
ド（危害）に対する管理の強化を行いました。これにより、
フードチェーンを通して、お客様に一層安全・安心な製品
をお届けすることができます。今後も、経営理念である「人
と社会と地球にやさしい飲料容器の提供」を果たすため、各
工場で築き上げた良好な状態を維持・向上させていきます。

　当社は、創業以来、缶胴および缶蓋の軽量化に挑戦し、
お客様に提供しています。軽量化することにより、アルミニ
ウムの使用量削減、輸送エネルギーの低減等さまざまなメ
リットがありますが、一方で、缶の強度は弱くなります。
　当社は、素材メーカーである三菱マテリアルグループと

しての強みを活かし、薄くて強い高強度材を使用した缶を
追求することで、このハードルを乗り越えてきました。
　これからも、軽量化というこの永遠のテーマに飽くなき
挑戦を続け、よりよい製品、価値ある飲料缶を提供してい
きます。

食の安全・営業の取り組み

15.00

15.75

16.00
（g）

当社１缶あたり平均削減重量

2008 2012

15.50

15.25

▲0.39g
(▲2.4%)

※３５０ｍｌにて比較

FSSC22000

軽量缶の推進

従業員入口セキュリティ強化 手洗い場整備 アルコール消毒器と自動扉の連動
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当社の主力製品であるボトル缶は消費者から多大なご支
持をいただき、年間販売量が11億缶を超える容器に成長し
ました。ボトル缶は特にコーヒー市場で大きく躍進してい
ます。コーヒーなど一部の製品ではボトル缶に充填した後、
100℃以上の熱殺菌を施すため、ボトル缶やキャップにも
耐熱性が求められます。当社では熱処理後でも開栓性や密
封性を保つことのできるキャップを開発し、市場の拡大に
貢献しています。さらに当社ではボトル缶内部の圧力が異
常に高くなった場合、ボトル缶内の気体を解放して爆発の
危険性を回避する防爆機能を有した、世界初のレトルト用
防爆キャップの製品化に成功しました。レトルト用防爆キ
ャップは各方面から高い評価をいただき、日本パッケージ

ングコンテストにおいて適正包装賞を、世界的に著名な缶
容器コンテストであるThe Cans of the Year Awards 
2012ではEnds, Caps&Closures部門でGold賞を受賞し
ました。また、当社キャップに使用しているアルミニウム
板材は、海外の一部で規制対象となっているクロメート処
理ではなく、ノンクロム下地Super-Ecoat®を施していま
す。ノンクロム下地Super-Ecoat®を用いたボトル缶キャ
ップの実用化および普及に対し、材料を開発した三菱アル
ミニウム株式会社とともに、軽金属学会から第47回小山田
記念賞を受賞しました。
※Super-Ecoat®は三菱アルミニウム株式会社の登録商標です。　

人財開発部の活動を支える３本柱の一つ、SEEP（スキル
評価と教育プログラム）は、製造工程や間接部門の業務に必
要なスキルを定義し、新人を一人前の社員に、さらにはト
レーナーに育成するためのスキルアップ教育計画を作成す
る「人財育成ツール」です。

SEEP導入により、例えばボディ工程では、スキル項目と
目標レベルを５工場で一元化することにより、工場間で差の
無いスキルアップ教育に取り組むことができるようになりま
した。

SEEPは、現在間接部門を含む35業務・延べ約800名が利
用していますが、今後の課題として残る13業務の開発・学習
資料の整備・各部署の運用支援・システムの改良に取り組み、

「人財育成ツール」としての機能の充実を図っていきます。

技術開発・人財開発の取り組み

レトルト用防爆キャップ The Cans of the Year Awards 2012
Gold 賞受賞

日本パッケージングコンテスト表彰式

SEEP システムの機能

 

SEEPでスキル評価入力

上長によるスキル評価入力

評価結果のすり合わせ、スキルアップについて面談

SEEPの目的： 担当する工程/業務についてスキル評価を行い、評価結果を
 もとに自己のスキルアップに必要な教育計画を作成する。

（　　　　システムが対応する範囲）

スキルアップのための学習コースを選択

本年度の教育計画シートを作成

学習およびOJT計画を確認（必要に応じて面談）

自己啓発・通信教育等による学習とOJTの実施

本人

上長

本人・上長

本人

本人

本人・上長

本人

技術開発の取り組み

SEEPによるスキルアップ教育
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工場の取り組み

群馬工場では毎年４月に、小学校に入学した従業員のお
子さんおよびご家族を対象に「子女就学祝い行事」を実施し
ています。この行事は工場で働く親の職場を見学してもら
い、日頃親がどんな仕事をしているのかをお子さんをはじ
めご家族に理解していただくことを目的としています。ま
た、お子さんたちにはこの身近にあるアルミ缶に少しでも
興味を持ってもらえるよう努めています。

会社と従業員の家族が触れ合える貴重な場として、群馬
工場のこの恒例行事を今後も続けていきます。

工場長からのメッセージ

群馬工場長　北村貴彦

子女就学祝いは、工場見学を通し
て親と子供の交流を深めると共に、
アルミ缶が地球にやさしい飲料容器
である事を理解してもらう場として行っています。子供
たちが、将来この会社や工場で働きたいと思われる様な、
きれいで安全な、そして親としても誇りを持てる職場を
目指してこれからも活動していきたいと考えています。

参加者のみなさん 工場見学の様子工場見学の様子 ご家族との触れ合い

群馬工場　子女就学祝い工場見学

結城工場では、毎年多くの工場見学を受け入れています
が、地域学校からの工場見学依頼も多く、小・中・高と様々
な学生のみなさんに当社の生産活動や省エネ取り組みなど
を説明し、積極的に地域社会へ貢献するための活動を行っ
ています。

2013年度直近では、地元工業高校より81名の生徒を受入
いたしました。工場見学後の質疑応答では、アルミ缶の製造
方法に関する質問だけでなく、CSR活動等に関する質問な
どもあり、企業活動に対する関心の高さがうかがえました。

今後も地域に密着し、地域を牽引できる企業を目指し、
引き続き社会貢献活動に取り組んでいきます。

工場長からのメッセージ

結城工場長　中村透

工場は先ず安全が最優先でありま
す。結城工場は、2012年度取得し
た労働安全衛生マネジメントシステ
ム（OSHMS）を有効に活用し、「安全行動の習慣化」を図
る事を目標としました。また、地域の学生を中心とした
工場見学を行い、地元出身の学生を採用させて頂く事で、
地域と密着した強い現場作りに取り組んでまいります。

金型室の見学 大会議室での講義

結城工場　周辺学校の工場見学受入
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工場の取り組み

富士山一斉清掃
富士小山工場は「富士山をいつまでも美しくする会」会員

として、毎年夏に行われる富士山一斉清掃に参加していま
す。2012年は各地から会員3,500名が集まり大規模な清掃
が行われました。当工場からは有志21名が参加し富士山須
走口５合目周辺のゴミ拾いを行いました。これら長年のボ
ランティアによる清掃活動も功を奏し、2013年に富士山
が念願の世界文化遺産に登録されました。今後もこの活動
を継続し、地域社会との交流を深めるとともに、世界的な
景勝地となった富士山の環境美化に貢献します。
小山町より感謝状授与

2012年８月１日、富士小山工場の地元・静岡県駿東郡小
山町は町制100周年を迎え、記念式典が開かれました。式
典の中で当工場は、従業員から提供された使用済みアルミ
缶の収益金を地元文教施設へ寄付している活動が高く評価
され、「篤志寄付者」として小山町より感謝状をいただきま
した。この活動（愛のCANハート運動）は2009年から行っ
ており、2012年までに寄付を行った金額は70万円を越え
ています。今後もこのような社会貢献活動に積極的に取り
組み、社会から信頼される会社となるよう、従業員一同努
力したいと思います。

岐阜工場が所在する岐阜県美濃加茂市では、毎年10月に
旧中山道にて「おん祭MINOKAMO秋の陣」というお祭りが
開催されます。当工場では、このお祭りにおいて、アルミ
缶の回収＆抽選会のブースを出店しています。当日は多く
の地域住民の方々が各ご家庭で集められたアルミ缶を持参
され、30缶で１回の抽選を楽しまれます。昨年度回収され
たアルミ缶は、重量213.4Ｋｇ（約13,000缶）となりまし
た。今後もこの活動を継続して取り組むことによって、地
域住民の方々とコミュニケーションを図りながら、アルミ
缶のリサイクル運動の定着を目指していきます。

工場長からのメッセージ

富士小山工場長　新宮領拓郎

毎年、工場から富士山一斉清掃に
参加しています。よし今日は富士山
を綺麗にしようと意気込んで登った
所、ゴミ一つ落ちていません。幽玄なる原生林を散策す
ると心が洗われる思いでした。今日は富士山が私の心を
綺麗にしてくれたよと娘に報告しました。世界文化遺産
へのご登録、おめでとうございます。

工場長からのメッセージ

岐阜工場長　大谷俊介

「おん祭MINOKAMO」は美濃加茂市民
が多数参加する毎年恒例の地域行事とな
っています。当工場としては、地域との
つながりの強化、また当社製品のPRを兼ねてアルミ缶の回収・
抽選会という形で参加し、環境に優しいアルミ缶リサイクルの
推進・啓蒙活動として有効に活用しています。今後も継続して参
加し、より一層のユニバーサル製缶ファンを獲得していきます。

清掃の様子 感謝状を受け取る新宮領工場長

アルミ缶回収・抽選会場 抽選風景アルミ缶計量風景 アルミ缶回収風景

富士小山工場　富士山一斉清掃／小山町より感謝状授与

岐阜工場　おん祭MINOKAMO秋の陣
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工場の取り組み

2013年３月３日（日）地元甲良町が「琵琶湖の環境保全は
流域から！」を合言葉に環境美化啓発の一環として取り組
んでいる「第15回犬上川クリーン作戦」が行われました。

今年も当工場から工場長以下10名が参加し、犬上川周辺
の住民・企業・行政・関係団体等の方々と協力して、河川敷
や堤防に不法投棄された物の清掃を実施しました。これか
らも継続して地域・行政とのコミュニケーションとともに
環境保護に取り組んでいきます。

工場周辺清掃
毎年全国安全週間（7/1 ～ 7/7）および労働衛生週間

（10/1 ～ 10/7）の期間中に工場周辺の清掃を行っていま
す。工場周辺は車の往来も多く、残念ながら雑誌・ペット
ボトル・空き缶・食品の包装等のゴミが、量はさほど多くな
いものの、側溝や道路脇に捨てられています。これらのゴ
ミを各グループおよび協力会社から人数を募り、ゴミ拾い
を行っています。ささやかではありますが、地域環境の美
化に今後も貢献していきます。
玉原鉄工業協同組合見学

去る６月25日、岡山県玉野市にある玉原鉄工業協同組合
の方々が、安全研修の一環として工場見学に来られました。
今回の見学は、光栄なことに岡山労働基準監督署が当工場
を安全優良工場として先方にご紹介してくださった縁で実
現したものです。

見学に来られた14名の皆さまは当工場の取り組みを熱心
に興味深く聞いていました。我々としても、業種は違えど
安全第一であることを改めて再認識するとともに、同じ岡
山県内にある企業の安全衛生向上に少しでも寄与できたこ
とを嬉しく思っています。

工場長からのメッセージ

滋賀工場長　吉澤健司

琵琶湖およびその周辺河川は、古
来、貴重な水資源として人々の生活を
支えてきました。当工場では近隣地域
から琵琶湖に注ぐ犬上川をきれいにしようとする甲良町の
呼びかけに呼応し、毎年このクリーン作戦に参加していま
す。また、この活動に参加することより、当社は環境保全
に責任を持つ一員であるとの認識を新たにしています。

工場長からのメッセージ

岡山工場長　梅田涼二

岡山工場は1974年に起工し、39
年が経過します。もうすぐ40年を
迎えますが、永きにわたり、この万
富南方の地で操業を継続出来てきたのも、地域の皆さま
のご理解があってのことと感謝しております。今後も地
域活動への参画、美化活動など、微力ながら貢献・恩返
しできるよう取り組んでまいります。

琵琶湖に注ぐ犬上川をきれいにする活動 町長の挨拶 近隣の方々と協力して清掃

正門付近を清掃中 玉原鉄工業協同組合見学風景

滋賀工場　犬上川クリーン作戦への参加

岡山工場　工場周辺清掃／玉原鉄工業協同組合見学
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編集後記

当社 CSR 報告書は、今回で 7 回目の発行となります。
本号の編集に際しては、トップインタビューを始め、

各部門担当役員のメッセージ、各部の取り組み、また、
各工場での取り組みを通じて、当社 CSR 活動の取り組
み状況と今後の課題等をわかりやすく報告することに
努めました。

時代の変化とともに、企業に問われる CSR はより一
層厳格なものとなってきています。当社は、この時代
の変化を的確に捉えた CSR を推進し、ステークホルダ
ーの皆様の信頼に応えるべく、「Can For You !」を合
言葉に、人と社会と地球にやさしい飲料容器を提供し
続けてまいります。

当社 CSR についての皆様からのご指摘等につきまし
ては、真摯に受け止め、今後に活かしたいと存じます。
是非とも、ご意見・ご感想をお寄せくださいますよう
お願い申し上げます。

発行日　2013 年 10 月 1 日
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